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村民教養講座

11月のご案内

　11月の村民教養溝座は次の要領
で’開かれます。おさそいあわせて

ご参加ドさい。

◎第3同
　　11月12日（月）

益題r戊辰戦争と越後」
　　　　　　　　　一その2一

溝師　剣持利夫さん

時問　乍後8時より
会場　総合センター

◎第4回
　　11月15日（イっ

セ題「民，誘の肚界性と民間信仰」

溝師　水沢謙一さん
時間　午後1日寺半より
会場　総合センター

▽
俳
句

裏
切
り
の
秋
蝶
の
乱
舞
ふ
り
む
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ウ

雲
厚
く
吐
息
に
ゆ
ら
ぐ
釣
舟
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

枯
れ
そ
め
し
草
木
に
我
も
日
も
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

秋
日
差
う
か
れ
し
り
ス
の
撫
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
夫

も
ろ
こ
し
の

　
　
　
　
焼
け
汚
れ
な
き
天
近
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

滝
ご
も
る
野
草
し
ぶ
き
は
負
目
に
て

日
短
か
を
語
り
交
し
て
野
良
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳

大
農
機
出
揃
う
秋
の
彼
岸
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢

終
盤
の
選
挙
に
秋
の
雨
つ
づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

習人雪城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
子

た
そ
が
れ
に
細
き
山
道
歩
み
な
ば

　
　
　
　
　
足
元
白
く
野
菊
の
咲
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ム
ラ

穴
あ
け
て
魔
除
け
人
形
喰
む
虫
の

　
　
木
屑
の
お
く
の
か
な
し
み
お
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

遠
く
よ
り
手
摘
の
お
茶
の
届
き
き
て

　
　
　
ま
ど
い
豊
か
な
香
り
を
た
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

我
一
人
遠
く
稼
ぎ
て
老
い
父
の

　
　
　
　
　
死
水
と
れ
ぬ
朝
ぞ
悲
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

手
に
刺
さ
る
棘
の
痛
さ
も
茄
子
を
も
ぐ

　
　
　
　
　
喜
び
と
な
る
朝
日
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

さ
く
さ
く
と
落
葉
踏
む
音
好
き
と
云
う

　
　
　
　
過
去
な
る
人
の
面
影
に
顕
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ケ
ン

東
北
電
力
よ
り

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

　
十
一
月
十
三
日
と
十
五
日
の
両
日
、

作
業
の
た
め
次
の
地
区
で
停
電
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
十
一
月
十
三
日
㈹

　
午
前
八
時
～
十
一
時
半
ま
で

　
倉
俣
　
芋
川
　
重
地
　
下
山
　
田
代

　
清
田
山

◎
同
日
、
午
後
一
時
～
四
時
ま
で

　
朴
木
沢
新
田
　
市
之
越
　
白
羽
毛

　
鷹
羽
　
程
島
　
東
田
尻
　
西
田
尻

　
西
方
　
角
間
　
葎
沢
　
小
出
　
土
倉

　
倉
下
　
清
津
峡
温
泉
。

◎
十
一
月
十
五
日
㈲

　
午
後
一
時
半
～
四
時
ま
で

　
芋
沢
　
田
沢
本
村
　
東
田
尻
　
豊
里

　
如
来
寺
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
め
駁

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
小
出
の
桑
原
秀
丸
さ
ん
よ
り
故
父
桑

原
清
吉
さ
ん
の
香
代
返
し
と
し
て
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

11

月
の
休
日
急
救
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼

茶
の
花
や
父
の
面
影
つ
れ
て
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊

ふ
く
ろ
う
鳴
く
宮
森
淋
し
神
無
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄

稲
架
倒
し
句
題
残
し
て
台
風
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

泉山子子
富
士
白
う
見
え
て
空
澄
む
枯
野
か
な

中
里
文
芸
十
月
投
稿

ひ
と
も
と
の

　
　
　
花
り
ん
ど
う
折
る
気
に
な
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

▽
短
歌

背
を
丸
め
曾
孫
と
遊
ぶ
媚
の
眸

　
　
　
　
　
葵
の
花
の
下
に
か
が
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

当
落
を
告
げ
る
放
送
き
き
終
え
て

　
　
　
　
　
吾
は
埃
り
の
中
に
臼
引
く

樋黄　◎
口　 氏産

友郁名声
香恵 人
生
往
来

声

山
田
久
美
子

山
田
か
ず
み

井
ノ
川
照
美

大
島
　
巧

利茂繁　寅顕父
　　　茂　　 の
次男雄　 次宗名

部
落

田
　
中
小
原

　
桂
東
田
尻

田
　
中
荒
屋

士
月
三
日
㈹

　
文
化
の
日

山
口
医
院
袋
町
中

　
　
電
二
⊥
二
七
四

士
月
四
日
㈲

富
田
医
院
神
明
町

　
　
電
二
⊥
一
三
六
九

士
月
一
百
㈲

庭
野
医
院
神
明
町

　
　
電
二
ー
二
七
二

士
旦
倉
㈹

中
条
病
院
北
原

　
　
電
七
⊥
二
〇
一
八

士
旦
言
㈹

勤
労
感
謝
の
日

大
島
医
院
川
原
町

　
　
電
二
⊥
冗
五
七

士
月
量
日
㈹

山
口
医
院
軒
棘
通
り

　
　
電
五
－
二
〇
〇
三

◎
昇
天

　
氏
　
名

山
田
豊
吉

高
野
　
ト
ク

村
山
ひ
ろ
み

桑
原
清
吉

樋
ロ
　
マ
サ

中
島
正
男

渡
邊
　
コ
マ

保
坂
義
房

＿＿＿＿＿＿＿＿年
主金豊毛設西西金
））））））））令

部
落

東
田
尻
芋
沢
山
崎
小
出

　
桂
堀
之
内

高
道
山
芋
沢
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堕饗　私たちの村
人　口 7，242（＋8）

男 3，596（＋1）

女 3，646（＋7）

世帯数 1，656（＋1）

棄
…
…
「

皿
｝
一
葭
≡
…

9月30日現在鰍
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発行所

新潟県中魚沼郡

中里村公民館

毎月1回25日
定価　1部　5円
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まわりの紅葉が一段と色鮮やかさを
深まる秋。　　　　　増してきた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おくれていた農作業も一段落。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やわらかい日ざしの中にゆらぐ、

　　美しい山里の　　　　ぬ離套雲野深まりゅく秋を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県境の山に初雪がくるのもあとわずか。

　　　　　　　　たたずまい。　っ蒙鵬魏呈饗い一…始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩いてみませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山里の美しい自然の中を。
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十
日
町
地
域

　
　
　
　
各
界
友
好
訪
中
団
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
を
視
察
し
て
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
上
村
賢
造

　
七
月
十
日
太
原
駅
よ
り
石
家
荘
に
向

う
。
山
西
省
と
河
北
省
と
の
間
に
、
こ

れ
又
日
支
事
変
当
時
、
幾
度
と
な
く
報

道
さ
れ
た
太
行
山
脈
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
河
北
省

の
石
家
荘
に
到
着
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
の
列
車
は
軟
座
車
と
い

っ
て
一
等
車
、
他
は
硬
座
車
と
い
っ
て

二
等
車
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
太
原
－
石
家
荘
間
は
急
行
で
五
時
間

を
要
し
ま
す
。
太
原
ー
石
家
荘
間
の
石

太
係
は
ロ
ン
ヤ
の
会
社
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
資
本
で
建
設
し
た
も
の
で
、
片
側
通

路
の
立
派
な
汽
車
で
し
た
。
燃
料
は
石

炭
で
、
S
L
の
堂
々
た
る
機
関
車
で
し

た
。
車
中
で
中
食
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
各
自
負
担
で
す
の
で
、
鞄
の
中
を

探
し
た
け
れ
ど
財
布
が
見
当
ら
な
い
の

で
、
吃
驚
し
、
一
時
は
気
を
失
う
よ
う

な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、

案
内
者
か
ら
太
原
の
ホ
テ
ル
に
連
絡
し

て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
日
無
事
届
け
て

く
れ
ま
し
た
の
で
、
ほ
っ
と
胸
を
撫
で

お
ろ
し
た
次
第
で
す
。
中
国
に
は
盗
人

は
い
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

戦
後
徳
育
の
然
ら
し
む
と
こ
ろ
か
、
ホ

テ
ル
の
部
屋
も
錠
を
か
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
治
安

の
と
こ
ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
素
の

癖
で
、
財
布
を
引
出
し
に
入
れ
、
錠
を

か
け
、
鍵
だ
け
持
っ
て
肝
心
の
財
布
を

忘
れ
て
来
た
と
い
う
お
粗
末
の
一
席
。

又
他
に
も
財
布
を
忘
れ
た
り
、
買
っ
た

品
物
を
そ
の
ま
ま
店
に
忘
れ
た
り
し
た

方
々
も
お
り
ま
し
た
が
、
い
づ
れ
も
無

事
戻
り
ま
し
た
の
で
、
先
ず
は
安
心
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
外
国
旅
行
中
金
を

失
く
し
た
の
で
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
石
家
荘
は
河
北
省
の
省
都
で
人
口
八

十
五
万
余
、
省
の
西
南
部
に
位
置
し
、

西
方
に
は
前
記
太
行
山
脈
が
走
り
、
東

．
南
・
北
の
三
方
に
は
豊
か
な
河
北
平

野
が
見
渡
す
限
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
鉄
道
の
交
差
点
で
、
華
北
地
区

の
交
通
上
の
要
衡
の
一
つ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
要
衡
を
占
有
す
る
と
否
と
で
は

戦
略
上
多
大
の
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
時
の
戦
闘
に
於
て
は
攻
防
の
激
し
か

っ
た
土
地
で
あ
り
ま
し
た
。

烈
士
陵
園
”
革
命
戦
争
を
含
め
て
、
第

二
次
戦
争
の
戦
没
者
を
祀
る
陵
園
で
あ

り
、
は
じ
め
河
北
省
の
戦
没
者
の
み
七

〇
〇
名
余
を
祀
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

中
国
人
、
外
国
人
等
を
も
合
祀
し
て
い

ま
す
。
花
環
を
捧
げ
て
戦
没
者
の
ご
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
が
、
此
処
に
は
カ
ナ

ダ
人
医
師
ノ
ー
マ
ン
’
ベ
チ
ュ
ー
ン
の

立
像
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
ベ
チ
ュ
ー
ン

医
師
は
カ
ナ
ダ
共
産
党
員
で
、
抗
日
戦

争
中
、
人
民
解
放
軍
の
前
身
で
あ
る
八

路
軍
に
軍
医
と
し
て
参
加
、
戦
病
死
し

ま
し
た
が
、
毛
主
席
は
彼
を
「
偉
大
な

国
際
主
義
の
戦
士
」
と
し
て
、
そ
の
業

績
を
讃
え
て
い
ま
す
。

ベ
チ
ュ
ー
ン
国
際
和
平
病
院
旺
前
記
ベ

チ
ュ
ー
ン
医
師
の
遺
志
を
つ
い
で
建
設

さ
れ
た
陸
軍
病
院
で
す
。
従
業
員
数
九

〇
〇
余
名
、
ベ
ッ
ト
数
八
○
○
床
、
一

九
科
の
診
療
に
分
れ
て
い
る
が
、
東
洋

医
学
と
、
西
洋
医
学
の
粋
を
取
り
入
れ

て
診
療
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
特
に
東

洋
医
学
的
（
漢
方
医
学
）
療
養
の
理
療

科
は
独
得
で
、
按
摩
、
針
灸
の
実
際
診

療
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
患

者
は
い
ず
れ
も
心
地
よ
さ
そ
う
に
按
摩
、

針
灸
の
治
療
を
う
け
て
お
り
ま
し
た
。

戦
時
中
は
医
療
班
を
組
織
し
て
、
各
地

に
活
躍
さ
れ
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
し
、

現
在
で
も
避
地
に
は
適
時
診
療
の
た
め

出
向
い
て
い
る
。
病
院
で
す
の
で
、
医

学
専
攻
は
当
然
で
あ
る
が
、
国
家
目
標

に
よ
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
従
っ
て
農

場
を
経
営
し
、
穀
物
、
野
菜
、
果
物
、

豚
、
牛
乳
な
ど
生
産
し
て
、
病
院
の
消

費
に
充
て
い
る
。

　
日
本
の
病
院
と
は
大
部
違
っ
た
こ
と

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
日
本

の
若
い
医
師
が
多
勢
こ
の
病
院
で
研
讃

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
は
だ
し
の
医
者
」
釧
か
つ
て
の
中
国

の
医
療
制
度
は
、
都
市
中
心
で
、
し
か

も
旦
那
衆
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
て
、

広
範
な
農
民
は
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

状
態
で
し
た
。
文
化
大
革
命
の
な
か
で

医
療
面
が
新
し
く
改
革
さ
れ
、
都
市
大

病
院
や
大
学
病
院
の
巡
回
診
療
班
と
、

「
は
だ
し
の
医
者
」
と
の
合
作
医
療
制

度
が
生
れ
ま
し
た
。
都
市
の
病
院
の
医

師
た
ち
は
、
さ
か
ん
に
農
山
村
に
入
り

定
住
し
は
じ
め
ま
し
た
。

人
民
公
社
の
医
療
制
度
は
新
し
い
発
展

を
迎
え
、
公
社
に
は
総
合
病
院
、
生
産

大
隊
に
は
診
療
所
、
生
産
隊
に
は
衛
生

員
が
い
る
と
い
っ
た
制
度
と
な
り
、
農

村
で
は
地
も
と
出
身
の
中
学
卒
業
の
男

女
の
青
年
が
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し

て
養
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
ケ
月
～
八

ケ
月
の
講
習
に
よ
っ
て
基
礎
的
な
医
療

衛
生
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
た
「

は
だ
し
の
医
者
」
は
全
国
で
一
五
〇
万

人
も
お
り
ま
す
。
そ
し
て
普
通
生
産
大

隊
の
診
療
所
に
い
ま
す
。
中
国
農
村
の

医
療
衛
生
費
は
き
わ
め
て
安
い
も
の
で

す
。
こ
れ
は
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
よ

う
に
生
産
労
働
に
参
加
し
、
そ
の
労
働

収
入
に
た
よ
っ
て
、
医
療
衛
生
費
の
支
．

出
を
節
約
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
又
診

療
に
使
う
薬
剤
、
資
材
が
医
師
、
看
護

婦
の
自
力
更
生
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
、
，

お
金
を
か
け
な
い
か
ら
で
す
。
医
師
、

看
護
婦
は
時
間
を
つ
く
り
、
空
地
を
み

い
だ
し
て
、
薬
草
を
栽
培
し
、
注
射
液
、

粉
剤
、
錠
剤
の
各
種
の
医
薬
品
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
夜
は
田
舎
の
京
劇
を
見

物
し
ま
し
た
が
、
前
記
の
通
り
不
得
要

領
で
し
た
が
、
美
し
い
こ
と
は
確
か
な

り
。
七
月
十
二
日
石
家
荘
よ
り
天
津
に

向
う
。
急
行
に
て
六
時
間
な
り
。
車
中

土
砂
降
り
の
雨
と
な
る
。
旅
行
中
ず
っ

と
天
気
で
し
た
が
、
こ
の
日
の
み
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
車
中
の
た
め
、
か
え

っ
て
涼
昧
を
よ
び
幸
い
で
し
た
。

車
中
よ
り
の
眺
め
は
見
渡
す
か
ぎ
り
の

「
こ
う
り
ゃ
ん
」
畑
と
点
在
す
る
農
家

の
み
な
り
。
広
大
な
原
野
で
あ
り
ま
す
。

天
津
で
は
天
津
友
誼
賓
館
が
宿
で
し
た
。

天
津
は
主
都
北
京
の
東
南
約
一
四
〇
キ

ロ
の
地
点
に
あ
り
、
渤
海
に
臨
む
華
北

最
大
の
海
港
で
、
ま
た
上
海
に
つ
ぐ
代

表
的
な
工
、
商
業
都
市
で
す
。
北
京
、

上
海
と
共
に
三
つ
の
中
央
直
轄
市
の
ひ

と
つ
で
首
都
の
海
門
と
し
て
重
要
な
位

　
『
三
面
へ
続
く
』
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『
二
面
か
ら
続
く
』

置
を
示
し
、
人
口
七
一
〇
万
余
。
こ
の

天
津
も
解
放
前
ま
で
は
、
旧
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
ウ
ミ
が
溜
っ
た
暗
黒
街
で
、
享

楽
的
な
消
費
都
市
で
し
た
。

第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
五
六
～
一

八
六
〇
年
）
後
通
商
港
と
し
て
開
港
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
以
来
九
〇
年
間
日
本

を
ふ
く
む
外
国
帝
国
主
義
の
侵
略
を
う

け
、
市
内
に
は
八
ケ
所
も
の
広
大
な
租

界
（
治
外
方
権
）
が
設
け
ら
れ
、
半
植

民
地
的
な
都
市
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
屈
辱
の
姿
も
一
九
四
九
年
解
放

後
、
そ
の
面
目
を
一
新
し
、
二
十
数
年

に
及
ぶ
建
設
で
都
市
改
造
が
進
み
、
今

日
の
新
し
い
社
会
主
義
の
工
、
商
業
都

市
に
発
展
し
ま
し
た
。

メ
リ
ヤ
ス
工
場
ー
大
規
模
の
メ
リ
ヤ
ス

工
場
で
あ
っ
て
製
品
の
即
売
も
し
て
い

ま
し
た
。
従
業
員
四
、
六
〇
〇
人
、
う

ち
女
性
二
、
二
〇
〇
人
、
職
場
は
メ
リ

ヤ
ス
、
捺
染
、
仕
上
げ
、
機
械
部
門
に

分
れ
、
綿
製
品
、
ズ
ボ
ン
、
下
着
」
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
テ
ト
ロ
ン
生
地
な
ど
の
生

産
で
、
三
〇
％
輸
出
に
向
け
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
香
港
、
欧
州
な
ど
主
な
輸

出
先
な
り
。
日
本
の
店
頭
に
あ
る
中
国

産
の
メ
リ
ヤ
ス
製
品
も
或
い
は
、
こ
の

工
場
の
製
品
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

天
津
三
二
中
学
校
肺
太
原
、
石
家
荘
で

見
学
す
る
よ
う
に
計
画
し
て
み
だ
が
、

い
ず
れ
も
夏
休
み
に
入
っ
て
い
た
の
で

見
学
で
き
ず
、
最
後
に
こ
の
三
二
中
学

校
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
徒
数
二
、
一
〇
〇
名
、
先
生
一
八
○

名
、
丁
度
社
会
の
テ
ス
ト
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
相
当
難
し
い
日
本
語
を
上
手

に
回
答
し
て
お
り
ま
し
た
。
二
年
生
の

女
子
生
徒
で
親
が
日
本
語
の
先
生
と
か

で
、
綺
麗
な
日
本
語
を
、
む
し
ろ
わ
れ

わ
れ
よ
り
歯
切
れ
の
よ
い
日
本
語
を
話

す
子
が
い
ま
し
た
。
外
国
語
は
選
択
課

目
で
す
が
三
分
の
一
位
は
日
本
語
志
望

で
す
。
前
記
の
女
生
徒
に
日
本
に
来
な

い
か
と
誘
っ
て
み
た
ら
、
日
本
は
遠
い

し
、
旅
費
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
な
ど
と

可
愛
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
レ
た
。
こ

こ
に
も
附
属
幼
児
園
が
あ
り
、
温
く
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
教
育
は
義
務
教

育
で
は
な
い
が
、
大
抵
の
子
弟
は
学
校

に
入
っ
て
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

で
も
中
国
共
産
党
の
教
育
に
対
す
る
指

導
方
針
が
確
立
し
、
．
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
で
全
日
程
を
終
了
し
、
同
夜
は
天

津
飯
店
で
謝
恩
会
を
催
し
、
国
際
旅
行

社
の
人
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
国
国
際
旅
行
社
で

は
、
紅
社
の
方
が
二
人
、
十
四
日
間
わ

れ
わ
れ
と
行
動
を
共
に
さ
れ
、
更
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
は
分
社
の
方
々
が
そ

れ
に
加
わ
っ
て
案
内
、
説
明
を
し
て
下

さ
る
と
い
う
鄭
重
な
る
接
待
で
あ
り
ま

し
て
感
謝
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

翌
十
五
日
午
前
四
時
起
床
、
荷
物
は
五

時
ま
で
に
整
理
し
て
廊
下
に
並
ぺ
る
。

午
前
六
時
二
五
分
天
津
駅
発
、
二
時
間

足
ら
ず
で
北
京
に
到
着
、
更
に
天
壇
公

園
を
見
学
し
て
、
北
京
空
港
発
十
二
時

三
分
イ
ラ
ン
航
空
に
て
、
四
時
間
後
成

田
空
港
着
、
．
最
後
出
発
す
る
ま
で
見
送

っ
て
下
さ
っ
た
旅
行
社
の
方
々
の
益
々

の
御
健
祥
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

税
関
、
検
閲
な
ど
一
時
間
余
、
迎
え
に

来
て
下
さ
っ
た
越
後
交
通
の
バ
ス
に
乗

車
、
春
巳
部
に
て
夕
食
、
久
し
振
り
に

日
本
の
味
を
満
喫
し
、
翌
十
六
日
朝
三

時
半
頃
全
員
無
事
帰
宅
、
上
々
の
首
尾

に
て
友
好
訪
中
の
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
、
心
か
ら
祝
福
申
し
上
げ
る

次
第
な
り
。

一
名
の
事
故
者
も
な
く
、
全
員
揃
っ
て

行
動
で
き
、
元
気
で
帰
国
で
き
た
こ
と

は
何
よ
り
で
し
た
。
団
員
各
位
の
自
覚

あ
る
起
居
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
、
御
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

多
ノ
Z
多
多
多
多
∠
多
∠
多
多
∠
多
多
多
多
髪
多
多
多
∠
多
多
∠
多
多
多
∠
多

消防設備士講習が開かれます

　消防法の規定による消防設備士に対する消防用設備等の工

事又は整備に関する講習が次の通り実施されます。

　講習時間はいずれも午前9時から午後5時までで、受講受

付は11月10日（土）まで。受講案内及び申請用紙は役場総務課に

用意してあります。

講習区分、．講習日及び講習場所

回 講習区分 講　　習　　日 講習場所 予定人員

1 第ム種 昭和54年12月3日（月） 新潟市 200人

2 第§種 昭和54年12月4日㈹ 新潟市 200人

3 第3種昭和54年12月5日㈱ 新潟市 90人

4 第3種昭和54年12月6日休） 新潟市 90人

5 第3種昭和54年12月7日（金） 長岡市 170人

一ごくろうさまでした一

　　　　小松原に清掃登山

　清津山の会では、今年も去る10月14日、恒例のr小

松原清掃登山」を行ないました。

　過去の清掃の効果があらわれてか、例年よりもrゴ

ミ」は少なかったということでしたが、それでも参加

者17名で、25㎏ものゴミを集めました。せっかく奇麗

になりはじめた自然を再びよごしたくはないものです
ね。
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足
ど
り
軽
く
全
員
完
走

－
村
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
1

　
久
し
ぶ
り
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る

十
四
日
、
二
四
〇
名
が
参
加
し
て
「
村

民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
年
令
別
に

分
か
れ
て
2
K
、
3
K
、
5
K
、
8
K

の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
が
、

今
大
会
で
は
女
性
ラ
ン
ナ
ー
の
健
闘
ぶ

り
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
成
績
は
別
表
の
通
り
で
す
。

1鮮嚢劉騨劇噸卿騨騨鱒

◎中学生男子（5K）

1位　桑原　正美（倉俣中）18分04秒

2位　滝沢　　智（倉俣中）18〃14〃

3位　保坂　浩之（田沢中）19〃09〃

◎一般青年女子（3K）

1位　樋口　早苗（山　崎）13分23秒

2位　南雲　恵子（堀之内）15〃17〃

3位　池田いみ子（田　中）16〃48〃

応
援
し
て
下
さ
い
。

「
第
二
回

　
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

　
六
月
の
第
一
回
大
会
に
続
い
て
、
第

二
回
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
腸
か

れ
ま
す
。
前
大
会
に
劣
ら
ぬ
熱
戦
を
期

待
し
て
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
時
1
1
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

　
　
　
　
午
前
八
時
半

　
所
　
田
沢
中
学
校
体
育
館

参
加
申
し
込
み

　
　
　
体
育
指
導
委
員
を
通
じ
て
n
月

　
　
　
1
5
日
ま
で
に
公
民
館
へ
。

◎一般女子（2K）

1位　小林　裕美（芋　川）9分49秒

2位　樋ロマサ子（荒　屋）9〃50〃

3位　山本知代子（上　山）9〃51〃

◎一般膏年男子（8K）

1位　池田　博光（如来寺）29分06秒

2位　南雲　　昇（堀之内）31〃57〃

3位　中島　文彦（本屋敷）33〃44秒

◎一般成年男子（5K）

1位　鈴木　善雄（田　中）21分49秒

2位　山本　健吉（山　崎）27〃40〃

3位　滝沢　勝己（田　中）29〃23〃

◎小学生男子（3K）

　　〔1～3年生〕

1位　井ノ川高志（田沢小）13分27秒

2位　山本　国雄（田沢小）13〃39〃

3位　大口　寿史（倉俣小）13〃40〃

　　〔4～6年生〕

1位　滝沢　秀毅（田沢小）11分39秒

2位　井ノ川泰仁（貝野小）11〃48〃

3位　高野英一郎（倉俣小）11〃49〃

◎小学生女子（2K）

　　〔1～3年生〕

1位　保坂みゆき　（貝野小）8分41秒

2位　山西　千秋（倉俣小）8〃48〃

3位　根津　朋美（倉俣小）9〃04〃

　　〔4～6年生〕

1位　富井須磨子（田沢小）7分56秒

2位　渡辺　直美（高道山小）7〃57〃

3位　高井和喜子（田沢小）8〃05〃
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　学
校
紹
i介

倉

俣

昭8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
だ
い
な

る
　
　
　
　
　
　
　
　
名
勝
七
ツ

釜
に
向
っ
て
進
む
と
　
程
な
く
ク
リ
ー

ム
色
の
鉄
筋
三
階
建
の
本
校
が
あ
る
。

　
清
津
川
の
右
岸
段
丘
の
雄
大
な
景
観

を
前
に
、
旧
倉
俣
村
唯
一
の
文
化
の
殿

堂
と
し
て
、
百
有
余
年
の
伝
統
と
歴
史

を
秘
め
て
、
多
く
の
功
績
を
残
し
て
き

た
学
校
で
あ
る
。
冬
季
に
は
、
二
つ
の

分
校
が
設
置
さ
れ
る
。

◎
　
　
本
校
の
特
色
あ
る
活
動

1
、
中
学
校
と
一
貫
し
た
教
育

　
中
学
校
が
隣
接
し
、
P
T
A
も
数
年

前
ま
で
は
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

児
童
数
八
八
名

教
員
数
　
　
九
名

　
　
教
育
目
標

「
す
す
ん
で
自
分
を
き
た
え
、

　
　
豊
か
な
心
を
持
っ
て

　
　
　
強
く
生
き
る
子
ど
も
」
。

　
　
学
校
の
概
要

清
津
橋
の
ほ
と
り
か
ら
、

「
へ
つ
つ
り
」
を
通
り
、

　
　
　
　
　
　
　
、

小
学
校
ー

で
、
運
動
会
、
文
化
祭
等
の
行
事
と
、
昨

年
か
ら
開
始
さ
れ
た
給
食
は
、
小
・
中

学
校
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。
特
に
給
食

は
、
小
・
中
学
校
全
員
（
一
六
五
名
）

が
、
週
四
回
の
米
飯
給
食
を
、
同
じ
献

立
、
同
じ
食
堂
で
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
達
の
仲
の
よ
さ
は
格
別
で
、

よ
き
兄
姉
、
よ
き
弟
妹
と
し
て
と
も
に

教
え
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
と
か
く
、
小
・
中
学
校
の
つ
な
が
り

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
よ

惣
，

う
に
小
、
中
一
貫
し
た
教
育
活
動
は
、

他
に
誇
る
べ
き
特
色
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

2
、
基
礎
に
な
る
学
力
と
体
力

　
子
ど
も
に
生
き
が
い
を
持
た
せ
、
や

る
気
を
持
た
せ
る
に
は
、
　
「
で
き
た
」

と
か
「
や
っ
た
」
と
い
う
喜
び
を
持
た

せ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。
そ

の
基
礎
の
一
つ
は
体
力
で
あ
る
と
考
え
、

本
年
度
は
始
業
前
と
業
間
体
育
に
、
学

年
に
応
じ
た
マ
ラ
ソ
ン
を
励
行
す
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
学
習
の
し

か
た
や
、
水
泳
、
陸
上
運
動
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
面
に
も
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
村
内
学
童
親
善
運
動
会
に
、
予
想
外

の
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
そ
の
一
例
と
思
わ
れ
る
。

3
、
勤
労
を
体
験
さ
せ
る
学
習

　
昨
年
か
ら
、
校
舎
の
裏
の
休
耕
田
を

六
〇
ア
ー
ル
程
借
り
て
、
全
校
で
稲
や

野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
る
。
子
ど
も
達

は
、
農
家
に
生
れ
育
ち
な
が
ら
、
土
に

ふ
れ
た
り
、
汗
し
て
働
く
機
会
を
失
っ

て
い
る
。
こ
の
子
ど
も
達
に
、
勤
労
の

尊
さ
と
喜
び
、
生
命
の
神
秘
さ
、
生
き

も
の
を
育
て
る
喜
び
や
苦
し
み
を
体
験

さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
で
始
め
た
。
ひ

い
て
は
生
命
の
大
切
さ
と
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
　
　
今
後
の
学
校
運
営

　
2
は
知
育
と
体
育
で
あ
り
、
3
は
徳

育
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
世
の
中
で
は
、
知
、
徳
、
体
の
平

均
の
と
れ
た
教
育
が
大
切
で
あ
る
。
そ

う
し
て
こ
そ
、
他
の
地
域
の
人
々
に
ひ

け
を
と
ら
な
い
人
間
が
育
ち
、
倉
俣
を

愛
し
、
中
里
村
に
誇
り
を
持
つ
村
民
に

な
る
も
の
と
思
う
。

2
旧
軍
人
等
の
加
算
年
を
年
金
額
に
反

　
映
さ
せ
る
年
齢
要
件
が
「
65
才
以
上
」

　
か
ら
「
60
才
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら

　
れ
ま
す
。

3
訓
導
等
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
者
が

　
代
用
教
員
と
な
り
、
引
き
続
き
訓
導

　
等
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
代
用
教

　
員
期
間
が
恩
給
の
基
礎
在
職
年
に
通

　
算
さ
れ
ま
す
。

旧
軍
人
の
一
部
恩
給
及
び

　
　
　
　
　
　
一
時
金
に
つ
い
て

「
米
飯
給
食
の
よ
う
す
」

懲
－

癒

恩
給
の
改
善
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
旧
軍
人
等
に
か
か
る
あ
な
た

の
年
金
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
受
け
て
い
る
恩
給
、
扶
助
料
の

年
額
が
増
額
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

次
の
請
求
改
定
と
な
る
も
の
を
除
い
て

職
権
改
定
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
改
善
に

つ
い
て
は
請
求
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　
該
当
す
る
方
は
所
定
の
請
求
手
続
を

行
っ
て
下
さ
い
。

請
求
手
続
を
必
要
と
す
る
も
の

1
次
の
要
件
を
備
え
た
旧
海
軍
の
特
務

　
士
官
や
準
士
官
で
あ
っ
た
方
の
仮
定

俸
給
の
改
善

　
q
D
下
士
官
と
し
て
在
職
し
て
い
た
こ

　
　
と
が
あ
る
者
。

　
勿
昭
和
20
年
11
月
30
日
ま
で
の
旧
軍

　
　
人
と
し
て
の
実
在
職
年
数
が
普
通

　
　
恩
給
と
し
て
の
所
要
最
短
年
数
以

　
　
上
で
あ
る
者
。

　
旧
軍
人
と
し
て
の
実
在
職
年
が
3
年

以
上
あ
る
方
に
は
現
在
一
時
恩
給
も
し

く
は
一
時
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
未
請
求
の
方
が
相
当
あ
り
ま

す
。
未
請
求
者
又
は
そ
の
遺
族
の
方
は

次
の
事
項
を
参
考
に
し
て
、
役
場
社
会

課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

○
旧
軍
人
の
実
在
職
年
が
引
き
続
い
て

　
3
年
以
上
の
人
…
…
…
一
時
恩
給
。

○
旧
軍
人
の
実
在
職
年
が
断
続
し
て
あ

　
り
、
合
計
し
て
3
年
以
上
の
人

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
一
時
金
。

　
　
は

　
　
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
・

　
薬
の
効
果
を
正
し
く
発
揮
さ
せ
、
し

か
も
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
使
用
時

間
、
使
用
量
、
使
用
方
法
を
守
り
正
し

い
使
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。


